
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21年 5月 15日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要：本研究は、将来におけるデジタルミュージアムと地域における「施設ミュー

ジアム」のあり方について検証考察を行ったものである。国内外ミュージアムの動向調査と分

析を行い、ミュージアムにおける客観的なコンテンツの定量評価法を開発した。また、福岡県

沖ノ島を題材に３次元ＶＲ技術を用いた教材の開発に取り組み、より広範囲の教師と生徒がユ

ビキタス的に活用できるバーチャル展示館をＷＥＢ教育教材として開発した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

2008年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：コンテンツデザイン 
科研費の分科・細目：時限・博物館学 
キーワード：博物館、デジタルアーカイブ、デジタルコンテンツ 
 
１．研究開始当初の背景 
文化の殿堂、都市の文化交流集客施設と

して1980年代以降、日本各地に数多くの豪

華なミュージアムが建造された。現在、国

内には約5,360館もの文化施設があり、その

多くが、入館者数の減少と財政削減による

人材や予算の不足という深刻な問題を抱え

ており、今や、将来におけるあり方そのも

のが問われているような状況である。 

現代はインターネットやデジタルテクノ
ロジーによる情報化時代が切り拓かれ、文部
科学省をはじめ多くの機関（博物館・美術

館・大学・研究所など）や自治体における文
化財や芸術作品をデジタルデータとして整
理蓄積するデジタルアーカイブへの取組み
が社会的に認知されてきた。さらに、国内に
は大小 5,360館（文部科学省「社会教育調査」
2002 年度統計より）ものミュージアムがあ
り、そのうち主だった 1,637館のうち 82.3％
がＷＥＢサイトを開設している。このような
社会的要請にともない、建物として存在する
ミュージアムと、インターネット上に存在す
るデジタルミュージアムの相互の関係につ
いても研究が進められている。 
 これまで九州大学では、2003年から 2005
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年の３カ年に渡り、文部科学研究費補助金の
支援を得て「デジタル技術を応用した日韓古
代彫刻資料の保存と復元に関する研究」に取
り組んできた。この研究は、日韓両国の貴重
な仏像や仏教遺跡を調査し、デジタルデータ
として現状保存を行うとともに、損傷の著し
い文化財にあっては修復や復元に役立つ基
礎データの収集と復元技術の開発をめざし
たものである。さらに、教育分野においても、
熊本県立美術館の約 10,000 点以上にもなる
デジタルアーカイブデータを用いたＷＥＢ
鑑賞教材を開発し、教材を用いてインターネ
ットを介した実践授業による研究実験を行
い、成果を得ている。 
本研究では、これまで行ってきた３次元デ
ジタルデータを用いたデジタルアーカイブ
の研究ノウハウと、実践授業を通して行って
きたＷＥＢ鑑賞教材をさらに発展させ、将来
における「デジタルミュージアム」と地域に
おける「施設ミュージアム」のあり方につい
て学術的見地から検証考察を行うものであ
る。 
 
 

２．研究の目的 
現在のデジタル社会にあってこそ人類の
財産としての知識と文化を後世に伝えると
いうミュージアム本来の目的は、理想に近づ
いたと言える。それは、各ミュージアムが多
大の経費をかけて、守り抜いた各収蔵品の莫
大な情報は、デジタルアーカイブというそれ
ぞれの多様な情報をデジタル化する技術に
より、一部ではあるが、劣化させることなく
複製・保存が可能となったことに起因する。
例えば、高精細なデジタルカメラや、ハイビ
ジョンカメラによる撮影により、劣化のない
静止画・動画像のデジタルデータが形成され
ることで作品や収蔵品の画像はさまざまな
形でデジタル情報化することができる。世代
を超えて、継承させる伝統芸能の分野におい
ても、モーションキャプチャーという無形の
ものを数値化し、動作情報のデジタル化が図
れる。また、仏像や彫刻などの造形物は経年
と共に劣化していき、形が崩れていくことが
予想されるが、それらについても、３次元ス
キャナーの技術を用いることにより、デジタ
ルのＣＡＤデータとして劣化することなく、
保存・蓄積していくことができる。これらの、
デジタル情報は、データベース/ネットワー
ク/マルチメディアという現在の情報化社会
の基盤を形成するテクノロジーによって、ユ
ビキタス的に展示・公開することが可能とな
った。これからの社会において、特に現物が
存在することが最も重要な問題ではなく、
「モノ」よりも「コト」としてさまざまな角
度から語られる信頼ある知的情報の問題が
より重要視されつつある。さらに、「コト」

としてのバーチャルな次元でやりとりされ
る情報化社会においては、時間や距離的な制
約を越えたバーチャルな「デジタルミュージ
アム」こそが、より重要な存在となることが
予想される。 
これまで、「デジタルミュージアム」の可
能性における研究や、デジタルアーカイブの
手法についての研究は多く行われてきた。し
かし、本研究では建物として存在するリアル
な「施設ミュージアム」と異次元に存在する
「デジタルミュージアム」それぞれの価値を
評価した上で、これからの文化行政事業とし
てのミュージアム運営のあり方を検証・考察
するところに新規性がある。 
さらに、人的・財政的に逼迫する地方経済
においてこそ、さまざまなリスクヘッジをも
たらす「デジタルミュージアム」が多大な効
果をもたらすという結果を導き、将来におけ
る地方社会の文化情報拠点としての「デジタ
ルミュージアム」の存在価値が再認識される
と考える。 
 
 
３．研究の方法 
(1)国内外ミュージアムの動向調査と分析 
国内外を代表する主要な美術館・博物館へ
訪問し、それぞれの事業運営状況（学芸員数、
事務員数、展覧会開催状況、その他ワークシ
ョップ活動状況、館外活動状況、来館者数の
動向、その他）を詳細に調査する。また、デ
ジタルアーカイブデータがある場合に、その
データを活用した教育分野への取組みにつ
いて調査を行う。 
国内外それぞれの調査内容を対比させ、日
本独自の将来における取組みを模索し、その
中で、特に「施設ミュージアム」と「デジタ
ルミュージアム」の連携を中心とした地域に
おける芸術情報の集積拠点としてのミュー
ジアムネットワーク作りを学術的見地から
模索する。 
 
(2) デジタルアーカイブデータのバーチャ
ルコンテンツとしての可能性とその検証 
福岡県宗像市沖ノ島を題材に今までの WEB
鑑賞教材をさらに応用し、ＶＲ技術を用いた
鑑賞教育教材の開発に取り組み、より広範囲
の教師と生徒がユビキタス的に活用できる
バーチャル展示館をＷＥＢ教育教材として
開発する。 
 

(3) リアルミュージアムとバーチャルミュ

ージアムの相互連携とその評価（デジタルミ

ュージアムにおける公開展示と文化施設を

利用した公開展示による比較実験） 

デジタルミュージアムにコンテンツを開
示し、その開示したデータを用いたワークシ
ョップ形式の実践授業と文化施設の公開展



 

 

示品の視察とを相互比較しそれぞれの効果
検証を行う（図 1）。具体的には、関連の教育
機関と連携したワークショップ形式にてそ
れらコンテンツを用いた実践授業を実施し、
コンテンツの利用実験を通して、ユーザの理
解度を検証し、デジタルコンテンツの有効性
について分析を図る。さらに、同じように実
際の文化施設に開示されている展示品を見
学し、その理解度について公開実験を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
本研究は、３次元デジタルアーカイブ研究

と、実践授業を通して行ってきたＷＥＢ鑑賞
教材をさらに発展させ、将来におけるデジタ
ルミュージアムと地域における「施設ミュー
ジアム」のあり方について検証考察を行った
ものである。研究期間中に以下の成果を得た。 
 

(1) 国内外ミュージアムの動向調査と分析 
平成１９年度は、国内の国立西洋美術館と

国立民俗学博物館、九州国立博物館のコンテ
ンツの運営動向を調査した。特に九州国立博
物館の来館者を対象に、博物館の利用状況や
音声解説機器についてアンケート調査を行
った（日本人 1187 名、外国人 384 名）。結果、
音声解説コンテンツに対し、来館者はどのよ
うな使い方をしているのか、そして展示説明
には十分満足しているか等について調査す
ることで解説機器と来館者との関係、機器と
展示物との関係、機器と展示場との関係を明
らかにした。また、赤外線センサー技術を用
いた来館者の行動ログデータが取得できる
システムを開発し、PIC 制御による操作ログ
の記録や各展示物に対する滞在時間を自動
測定することで、ミュージアムにおける客観
的なコンテンツの定量評価法を開発した。 
韓国とフランスのパリにおける地域連携

を図る「施設ミュージアム」の主要な先進事
例として、ルーヴル美術館、ポンピドゥー・

センターの取材調査を行い、そこでの、デジ
タルミュージアムとの連携、その教育活用に
ついて調査した。特にルーヴル美術館の教育
活動に関する取り組みについての取材調査
の結果、今後日本国内において応用活用でき
る事例として大きな成果が得られた。 
 
(2) デジタルアーカイブデータのＶＲコン
テンツとしての可能性について 
 世界遺産暫定リストに登録されている福
岡県宗像市にある沖ノ島で出土された祭祀
遺跡の中で、金銅製蕀葉形杏葉と三角縁神獣
鏡などの文化財を非接触式のレーザ機器を
用いて３次元のデジタルデータを収集し、Ｃ
Ｇによる高精細画像の作成を行い、バーチャ
ルコンテンツとしてＷＥＢ公開を行った（図
2）。さらに福岡市や宗像市などの地域でワ
ークショップと実証実験を行い、デジタルミ
ュージアムとしての有効性を確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 沖ノ島ＶＲコンテンツ 

 
(3) リアルミュージアムとバーチャルミュ
ージアムの相互連携とその評価 
 施設を持たない「沖ノ島」のバーチャルミ
ュージアムと施設ミュージアムであり、ＷＥ
Ｂコンテンツも充実している熊本県八代市
立博物館「未来の森ミュージアム」を評価の
対象とした。デジタルミュージアムにコンテ
ンツを開示し、その開示したデータを用いた
ワークショップ形式の実践授業と文化施設
の公開展示品の視察とを相互比較し、それぞ
れの効果検証を行った。具体的には、関連の
教育機関と連携したワークショップ形式に
てそれらコンテンツを用いた実践授業を実
施し、コンテンツの利用実験を通して、ユー
ザの理解度を検証し、デジタルコンテンツの
有効性について分析を図った。さらに、同じ
ように実際の文化施設に開示されている展

 

図 1 “リアル”・“バーチャル”ミュージアムの相互関係 
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示品を見学し、その理解度について公開実験
を行い、効率的で有効な手段として、インタ
ーネットのバーチャルミュージアムの効果
がより重要視されるという実験結果を得た。 
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